
技術分類

技術名称
動画測光技術を活用したトンネル路面輝
度測定

担当部署 道路系部門トンネルグループ

NETIS登録番号 無し 担当者 吉井　伸治

社名等 中央復建コンサルタンツ株式会社 電話番号 06-6160-3206

技術の概要

国の機関　 ２　件　（九州　　0件　、九州以外　２件　）　
　　　　　　　　動画測光による路面輝度測定
自治体　　　１　件　（九州　　0件　、九州以外　１件　）
　　　　　　　　動画測光による路面輝度測定及びトンネル照明設備更新計画立案
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

３．技術の効果

・動画測光技術を用いることで、多数のトンネルの路面輝度を交通規制を行うこと無く、短期間で測
定が行えるようになり、供用中トンネルにおける路面輝度の継続的な把握、維持管理が可能とな
る。
・動画測光技術による解析結果(路面輝度)をデータベースとして取り纏めることにより、路面輝度の
低下状況を定量的に評価した更新優先度を設定する等の照明設備更新計画の立案が可能とな
る。

４．技術の適用範囲

　全国の道路トンネル

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　トンネル照明設備の維持管理は、交通量や設計速度に応じた路面輝度の維持と、全体的な経年劣化によ
りランプ交換による機能回復が困難となるため、照明設備全体の更新が必要となるが、以下の課題がある。
　(1)照明設備全体の更新が必要となる。しかし、従来における供用中トンネルの路面輝度の把握は、
　　照度計による測定で長時間の交通規制が必要となり、容易に測定できない。。
　(2)多数のトンネル照明設備の一斉更新は困難であるため、照明設備の劣化および現況の路面
　　輝度を把握したうえで、路面輝度の低下度合いに応じた更新計画(更新順序の設定等)の立案
　　が必要となる。
　これらの課題解決のため、動画測光技術の応用及び適用の検証を行った。

・新技術「動画測光技術」は、車載カメラによるトンネル内の走行動画を専用のソフトウェアにより解
析することでトンネル内の路面輝度を自動算出する技術であり、交通規制が不要であるため、効率
的に現況の路面輝度を把握することができる技術である。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


